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 論文 原風景の気は、第１章 草原の気、第２章 表現の源泉、第３章 自己表現の意味と展開、以
上３章 10節からなる論文となっている。 
 第１章では、モンゴル高原の自然を観察し、その自然の営みに共存する遊牧民の自然観や遊牧文化の
風土について論じてある。自作における遊牧風土の影響に触れ、「自己表現」の手段を問い直している。 
 第２章では、自然環境に自らを適合させて自然と溶け合った遊牧民の素朴な生き方を考察することに
よって、モンゴル高原の風土における遊牧民の「美」の本流にたどりつき、そのあり方を確定している。 
 第３章では、日本留学で、銅版画技法研究へ向った経緯を取り上げ、自らの技法研究について記述し
てある。 
 モンゴル民族の遊牧民として生きて、自然そのものがモンゴルの文化であり、失われつつあるモンゴ
ル文化をどう相続していくかを、絵画表現を通して模索している。主題は大変明確で、基軸がぶれるこ
となく力強く論証されてある。 
 作品は銅版画作品で、「私の創作の根幹にあり続けたのは、失われていく遊牧文化である。」と語って
いる。 
 消滅していくことと向き合うことは、腐蝕銅版画の持つ銅板を溶かしその一部を腐蝕によって消去さ
せて画像を創り出すという方法と、消滅していきながらも残されて行く文化を重ね合わせたものとなっ
ている。 
 〈Wind Borne-0801〉は、エッチング、アクアチント、メゾチント、一版多色の15枚の銅版から成る大
作で、荒々しく力強い作品として完成している。人馬一体となり空に飛び交うイメージは、作者自身と
モンゴル民族の悲しくも力強い叫びが伝わってくる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
